
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東野校区ふれあいネットワーク専門委員会設置（１２月１２日） 

天高く馬肥ゆる秋、好天の良き日に、大原小校区の皆さんと一緒

に、中学生 47 名、小学生 51 名、幼児 7 名、大人 72 名、総勢 177

名で、基山に登りました。 

山頂で豚汁が食べられるようにと協力していただいた方々を含め

ると 204名も参加されて、楽しいふれあいができました。先生方にも

参加していただいたので、子ども達も嬉しそうでした。 

今年は、登山がスムーズで山頂に

早く着きました。おいしい豚汁を味わ

い、草スキーや一緒に遊ぶ時間もたっ

ぷり取れました。 

ほぼ全員の方から、参加してよかっ

た                 という声をいただきました。 
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平成 30年 3月 15日発行 

編集委員長  長野 政春 

《東野校区協働のまちづくり協議会》 

スポーツ・文化部会  校区グラウンドゴルフ大会（１１月１２日） 

青少年育成部会  基山登山（１１月３日） 

健康・福祉部会 

年 2 回のスポーツ行事のグラウンドゴルフ大

会が東野地域運動広場並びに東野小学校運

動場において、快晴の中、約 180名の参加で行

いました。 地域の絆を深めるために、スポーツ

を通じて、幅広い年代の方々が参加され、健康

増進・介護予防を高め、世代間交流を行うこと

ができ、有意義な大会だったと考えています。

   

交流ペタンク大会（２月２５日） 

本会は、健康・福祉部会の内部組織として設置され、高齢者や障害者など支援を必要とする

方々に、地域で安心して生きがいのある生活を送っていただくためのふれあいネットワーク活動

を支援・指導する組織です。 

  

委員の親睦、交流を目的に年 1 回のペタンク大会

を開催し、勝負の中にも笑顔、笑顔の楽しい時間を

過ごしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年交通安全年間スローガン 

☆ ぶつかるよ ながら運転 じこのもと  ☆ 

☆ 行けるはず まだ渡れるは もう危険  ☆ 
※2018年 1月号「交通安全ふくおか」より抜粋 

 

北九州市では公害問題に対して、市民・企業・自治体が一体になって 

取り組み、洞海湾には多数の魚介類が戻り、空には、国から「星空の街」 

に選定されるまで、美しい海と空を取り戻されました。 

北九州エコタウン事業は廃棄物を新たに他の分野の原料として活用し、 

あらゆる廃棄物をゼロにすることを目指しています。 

視察は、総合環境コンビナートのリサイクル事 

業企業 3 ヶ所と風力発電事業を見学しました。 

公害克服の経験を活かした環境作りへの取り 

組みが環境改善のモデルとして高く評価されてい 

ることを実感しました。 

防犯・安全部会  

環境・衛生部会  

校区自主防災会  

北九州エコタウン視察（１１月９日） 

普通救命講習会（１月２８日） 

災害図上訓練（２月１１日） 

自分の目の前に、人が倒れています！！ 

呼吸していません。心臓が止まって意識がありません！！ 

あなたならどうしますか？ 
救急車が来る前に、あなたが処置をすれば命を助けることが 

できます。 

そのために、心肺蘇生法と AEDの使い方を体験し、修了証を 

もらいました。(参加者 28名) 

いろんな災害を想定して、自分

達が住んでいる近くに危険なとこ

ろがないか、火災が起きた時、水

はどこにあるかなどを地図に書

きこみます。終了後、非常食の試

食と消火器の使い方を学びまし

た。（参加者 25名） 

本年度は、皆様のご協力で安心安全なまちづくりに頑張りました。

平成 30年度もさらなるご協力お願いいたします。 


